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フリー ドリヒ.A.ハイエク ヒユームやアダム .スミスらのイギリス経験主義の流れを汲むものであり､そ 観点から法実証的
な立法万能観に批判的であるo
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表3 アメリカにおける新自由主義化の動き
年代 主な動向





























































イ ンドネシア . 少数派華僑
マレー シア .フィリピン (中国国内以外に移住しながらも､中国国籍を持つ漢民族)
ロシア 七大新興財閥
(ボリス .ベレゾフスキー､ウラジミル .グシンスキー､
ミハイル .ホ ドルコフスキー､ウラジミル .ポ夕ニン､
ミハイル .フリー ドマン､ウラジミル ,ビノグラドフ､
アレクサンダー .スモレンスキー)
















































年代 工ンロン社の動き アメリカ政府 .経済の動き
1985年 7月 インター .ノース社が､ ヒュース トンナチュラル .ガス社を吸収合併 し､天然ガス会社として設立する
1986年 ガス運輸 .販売事業 .炭 .開発事業が主な業務となるエンロン社は､業界2位の地位を占める
1987年 連邦エネルギー委員会パイプライン事業の自由化を命 じ､生産会社 とパイプライン事業者の固定的な関係を廃止する
1988年 ガスの変動幅が拡大される
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きなおし､契約期間の収支を前倒 しで一括し会計処理する方法である) 長期 .固定的な販売契約制度の崩壊
1993年 子会社エンロン .インターナショナルを設立し､海外事業の本腰を入れるイギリスの投資先､天然ガス燃焼式のティーサイ ド電力会社を稼働させる.JED日時別 目的会社)が設立されるカリフォルニア州公務員退職年金基金 と共同出資する
1994年 電力 トレーディングに本格的に参入する
1995年 ロンドンで天然ガス､電力取引を中心 とした トレーディングセンターを設置する
1996年 7月 パイプライン会社 として初めて＼電力会社を買収するアメリカ7位の電力販売会社 となる電力供給会社 と契約を結び電力を確保する事業の卸販売事業を強化するー2月 パイプラ 運営やエネルギー探鉱 .開発 という資産保有型 ビジネスを縮小 し､トレーディング事業 拡大する原油､石炭､ガスパイプラインの空き容量､金属 水､天候デ リバティブ排出権 も取引対象 なるインド.ダボール天然ガス火力発電所 着工 卸託送の基本ルール .料金が規定される
1997年 特別 目的会社 を使い､不良債権や負債を隠す操作をした り､保有資産の価格維持のためのヘッジ契約を行ったりしたカリフォルニア州公務員退職年金基金が資本 撤退をする11月 Chewco(特別目的会社)が設立される(負債増加を回避する操作のため) エンロン社の株価が上昇する
70 神奈川大学大学院経営学研究科 『研究年報』第15号 2011年3月
買収する子会社を通じて､通信回線市場に進出する未 経験 な通信 事 業 と設備 コス トを負 う
1999年 11月 エンロン.オンラインが稼働するマーケットメーカーとして介入する売上400億 ドルになるインド.ダボ ル天然ガス火力発電所が完成するアルゼンチン水利権を買収する道事業に乗 り出す ､想定以上の劣悪なインフラと労組の反発により撤退するブ ジル電力 で20億 ドルの損失を被
2000年 売上1000億 ドルを上回る 8月 株価90ドルに達する
2001年 】月 インド.ダボールの天然ガス火力発電所は 1月 時点で株価80ドル台を維持する








































































































































































































































の権力移動を容認 し､メインス トリー ト[製造業】
よりもウォールス トリー ト[金融業1を､重要視す
るようになったからである｡そのことは､人口に
胎灸した ｢ウォールス トリー トにとってよいこと､
それがすべてだ｣ というスローガンが登場 したこ
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